
　　　　　　          日本山岳写真協会　選抜展　「それぞれの山」　No.１6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時/2019年5月16日（木）～22日（水）　　会場/ポートレートギャラリー

 1 水温む　・　尾瀬ヶ原　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石塚　茂
　　　長い冬から目覚めた尾瀬ヶ原。4月下旬頃から雪も溶け出し、川や池塘には水芭蕉が咲きだす。湿原の雪がなくなる頃には、

　　　水芭蕉やリュウキンカが咲き春を告げる。

 2　春の兆し　・　上高地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 道　健一
　　　春から秋にかけて賑わう上高地の大正池も冬はひっそりと静まりかえる。木々は霧氷に覆われ、湖面は硬く氷で閉ざされる。しかし、

　　　春が近付くと、池の氷は融け始めて、水面に山々を映すようになり、霧氷に覆われた木々は芽吹き、その下で色付き始める。
　　　光はもう春のものとなり山々が輝く。

 3  天界　・　中央アルプス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 伊原　明弘
　　　驕る人類を戒めるかの如く轟轟と荒れ狂う雪稜。狭小と無力を嫌と言うほど思い知らされる。だが、頭を垂れ、敬謙にじっと耐えた者

　　　だけに神々は微笑み、恩恵を授けてくれる。その一瞬の荘厳で神々しき銀嶺と雄大な自然の美しさよ…。そんな神々からの恩恵を

　　　授かりたいが為に、あえて極寒の森林限界を超える。だが、ここから先は人間ごときが足など踏み込んで良いものか躊躇する。

　　　まさに、神々の領域…。

 4  春の尾瀬　・　尾瀬　　　　   　　　　  　    　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈴木　進　　　　　　　
　　　五月の連休から数軒の山小屋が開業する。辺り一面、雪原の世界だが、雪解けは、日一日と勢いを増し、地肌が出てきた所から、

　　　水芭蕉が顔を出す。燧ケ岳の残雪が例年になく少ない。早く咲き始めた水芭蕉は霜でみじめな姿になっていたが、遅れて咲いて

　　　来た花は、これからが見ごろか！五月末、水芭蕉とみね桜を求めての山旅だった。

 5  私の南アルプス　・　南アルプス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐久間　博
　　　昭和32年高校を卒業し、山岳会に入りたいと思っていたところ家（高円寺）の近くの公民館で山岳会の集会しているのを知り見学に

　　　行き、その場で入会したのが東京緑山岳会でした。11月新人の富士冬山訓練合宿の後。正月合宿が南アルプス北沢合宿。新しい

　　　キスリングに共同装備食糧を40キロ位担いで、戸台から北沢峠のベースまで苦しい新人の洗礼でした。北沢峠から甲斐駒ケ岳を登り、

　　　冬山の素晴らしさを知り、わたしの南アルプス第一歩でした。

 6  五色ケ原の池塘　・　北アルプス　立山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 川瀬　正博
　　　五色ケ原は北アルプス・立山の南に位置し、池塘が点在する隠れた雲上の楽園である。その池塘の夏の様子をテーマとした。

　　　金星、オリオンを映す池塘、雨上がりで潤う池塘、雪渓先端のつかの間の池塘…静かな安らぎの山である。

 7　谷川岳・花咲く稜線　・　谷川岳  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  緑埜　公一
　　　谷川岳の長い冬が明け、雪解けが始まると、稜線には遅い春が訪れる。今までの厳しい姿を一変させ、厳しさに耐えた花々が咲き

　　　始め稜線を彩る。シャクナゲ、ハクサンイチゲ、ニッコウキスゲ、シモツケソウ等が百花繚乱となり短い夏を謳歌する。谷川岳は高山

　　　植物の宝庫と呼ばれているが、その実態は意外と知られていないようである。

 8　秋色の朝　・　栂池自然園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  鈴木　好一
　　　10月の早朝、霜で白くなった栂池自然園。日が差してくると、山が赤く染まってきた。しかし足元はまだ暗く、葉っぱは白く凍っている。

　　　山に光がだんだんと差してきて光がだんだんと強くなる。眠っていた秋色が目覚めたかのように鮮やかになる。

　　　まぶしいばかりの秋色が山全体に広がった。

 9　紅　・　乗鞍高原　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 朝井　美紀子　　　　
　　　乗鞍高原には「コハウチワカエデ」が多く自生しています。この木は「大カエデ」とあだ名がつくほど、カメラマンに人気です。

　　　人が訪れない時間、黎明の静寂の中で、普段よりさらに美しく、その赤を見ることができました。

10  立山・初冬の輝き　・　北アルプス　立山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小堀　彰
　　　華やかな紅葉の季節はとうに終わり、11月の室堂は静かな時を迎えている。立山より連なる峰々には、早くも淡い新雪があって、
　　　初冬の装いを凝らしている。早朝、逆光の立山には、天空高く燃える様な雲がわき、希望に満ちた山の一日が始まる。

11  北八ツ厳冬の夜明け　・　北八ツ　横岳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  星野　吉晴　
　　　厳冬の北横岳。夜半まで吹き荒れた嵐も去り、満天の星空のもと頂上に立つ。やがて東の空が明けてくると、暗闇からみごとな樹氷

　　　やモンスターが現れ、まわりの山々も朝の光に生き生きと浮かびあがってきた。ここでは厳冬北八ツの明け行く光景を、光の変化と

　　　ともに追ってみた。

12  山稜変幻　・　北八ヶ岳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 村万　龍雄
　　　厳冬の山に光が射す。光芒に冷たく澄んだ空気が光を変える。雪面に光が射すと反射光で静かな山も光り輝き、勇気とロマンを

　　　与えてくれる。撮影の喜びを実感できる時だ。

13  残雪の尾瀬　・　尾瀬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 緑川　邦雄
　　　桜咲く戸倉から、雪の残る峠を超えて尾瀬に入ると、そこは、まだ春と呼ぶには早すぎる白い世界だ。早朝、尾瀬沼のほとりから

　　　燧ケ岳を望むと、雪をまとった山頂が朝日を浴びて赤みを帯びる。下の大堀川で日の出を待つと、燧ケ岳をシルエットに空が妖しく

　　　色づき始め、残雪が輝き始める。


